
　　　　　蟹坊っちゃ細に見る受動表現についての・・一一一考i察

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　林綺雲

　　　　　　　　　　　　　要　　旨

　私は台湾の政治大学で三年生の「日本名著選讃（一）」という科目を長年受

け持っている。通常は日本の近代小説（多くは短編小説）を教材として学生に

読ませている。この科目は学生の日本語のレベルアップを主な目的とする語学

教育の一一一一；貫として東方語文学科日本語組のカリキュラムに組み込まれているも

のである。そこで、私はいっも学生の日本語力のアップをめざし、日本の文学

作品の文章を正しく読みとれることを念頭において授業を進めていっている。

授業は中国語に訳しながら学生と冠緒に作品を読んでいく。これまで教材に

使ってきた作品の中で夏目漱石のr坊っちゃん』（明治39年）では受動表現が

かなり多く使われ、その使われ方には注目させられるもの力沙なくないことが

わかった。

　そこで、r坊っちゃん』に使われる「れる・られる」表現（「行ける」のよ

うな可能動詞も含めた）をまず抽出し、呵能　「自発」噂敬」「受身」の

四っに分類した〔注1〕。「受身」と思われるセンテンスは223例中の124例

で、数の多さでは四っの中で群を抜いているということがわかった。

本稿では、r坊っちゃん』に見る受動表現の使われ方を詳しく考察し、併せ

て日本語教育を行う際の注意点なども取り上げて論じた。また、受動文の中に

潜んでいる「迷惑」性にも言及した。

〔キーワード〕受身能動文受動文動作主被動作主

1　はじめに

　日本語の「受動態」（「受身」の形）は、動詞の未然形に「れる・られる」

が接合して作られる。これだけなら、外国人学習者にもそう難しくはない。事

実、一般に助動詞と呼ばれるこの「れる・られる」は動詞の接尾要素であるが、

構文、っまり文の内部的な組み立てに関与し、格助詞のとりかたをも支配する。

わかりやすく言えば、この「れる・られる」をっけるとっけないとでは、格助

詞のとりかたが違ってくるということである。しかも、その違い方は一種や二

種だけでなく、数種類に及ぶということである。その中で特に中国人の発想で

ば理解しがたいもの力沙なくない。

　　①「馬鹿あ云え。バッタが一人で御這入りになるなんて一バッタに
　　御這入りになられてたまるもんか。」
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いものを主語にした受動文の場合である。

　日本語の受動表現の特徴は被動作主が有情者からなるということである。す

なわち、日本語の受動文は主格（主語の部分）に立っものが人間あるいはそれ

に準ずる動物その他の有情者に限られるということである。要するに、「非情

物の受身」は、日本語ではほとんど用いられなかったものが、欧文脈の翻訳の

影響で盛んに行われるようになったものである。r坊っちゃん』では非情物の

受身は15例で、受動表現の用例全体のわずか12％を占めるにすぎない。ほとん

どが人間主体中心の表現で、この作品に限っては欧文の翻訳書の影響をさほど

受けていないように思われるが、一一定の条件のもとで、非情物の受身はやはり

用いられているようである。

処、藁が一面に敷いてあったから、その上で三
っづけに取ったら、人参がみんな踏みっぷされ

、三間ばかり向うに山嵐の大きな身体が生徒の
止せ止せ、喧嘩は止せ止せと揉み返「ぎ万てるの

　　わと雌るら15　　揃をbみが」　　出撲゜てなb　　芽日つがまた　　の半ま上挟え　　参がしきに見　　人人て悪間が

一
3

①②のように、動作主を取り立てて明示する必腰がない場合、また特定する

ことができない場合には、被動作主が非情物であってもそれを主語にした受動

文が使われている。非情物の受動文15例のうち、動作主が「…に」の形式を

とって明示されているのは次の2例だけである。

　　③っまり新聞屋にか　れた事は、うそにせよ、本当にせよ、っまりど

が観奴方た大い゜抜ためつ染いくで白んに飛地へ赤方

　ー歳村12　21万生」　」軍相b　°陸らう　だはかろ

乗つ、で

　すがに様　う船風音　　④

④では動作主（「風」）が明示されているが、これは通常、「列車に揺られ

て」などのように「…に揺られる」の形で一つの受身専用の表現形式として使

われるかと思われる。もっとも、この「揺る」はおろカ＼　「揺られる」もさほ

ど用いられないだろう。また、「…に揺られる」よりもむしろ、「・・に揺れ

る」のように用いられるのが普通であろう。

3－2
す答し団えす音た見でとつといユいいいシて

なが、つ
で方ら漂

きるだら好見んがりを込なま空きれあてたらはいた揺釣てへを君條中上

゜えのの

るえ海浪戻、をたぎら草れ漕か煙ら
へく巻け

岸聞た分をがけき海ツか掻なヤいで．かシ吸足静赤、の

俸の少増そはは、ののがるたたれ
つえま

成聞否ににを出様俸御の増ざらずわからざたわわし関が出も君見に益びで．では忍明様れは説る

⑤　　　　⑥
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　　⑦本県の中学は昔時より善良温顧の気風を以て全国の羨望するところ

　　　藷箱翫聾畿毒鴛縫譲竃難蕪重欝あ暑
　　　任を問わざるを得ず。［p．1171

受動文では動作主はト・・に」で表されるのが基本であるが、他の形式をとる

こともある。「非情物の受身」で見れば、③では、「書く」動作主は「新聞

屋」で「…に」によって示され、⑤では、「掻き分ける」動作主に擬ぜられる

ものは「櫓の足」で「…で」によって示される。この「で」は「手段・方法・

道具」の意を表すものと考えられる，，⑥では、「取り去る」動作主に擬せられ

るものは「僕の説明」で、「…で」によって示されている。この「で」は原因

を表している。っまり、これは、動作主を被動作主にそのような結果をもたら

す原因としてとらえていると考えられる。この場合、「説明で1を「説明に

よって」にしても意味は変わらない。⑦では、　殿損する」動作主は1二竪

子1で「…の為に」の形式をとって示されている。これは⑥と同様、動作主を、

被動作主にそのような結果をもたらす原因としてとらえていると考えられる。

　以上の考察にも裏付けられたように普通、動作主は非情物の受動文には表さ

れないのであるが、動作主を表現するとすれば、　「…に」をっけるほか、　「…

で」「…によって」「…のために1も用いられる。しかし、たとえ動作主が明

示されていても、叙述または描写の視点が被動作kである非情物に置かれてい

るのである。

3－3
　非情物の受身は、1語の表すものが非情物であるので、利害の意味は伴わな

いのである〔注2〕。しかし、⑧の場合（中学一組織〉は非情物の受動文であ

るが、被害の感情が込められていると言える。吾校の特権を殿損せられたこと

で中学にいる人間（教職員や生徒）が被害をこうむったというニュアンスが込

められているからである。

　以上、r坊っちゃん』における非情物の受動文の使われ方を見てきた。次に、

主語の表すものが有情物で涜る場合の受動文の使われ方を「第三者の受身」

「直接対象の受身」「所有者の受身」囎手の受身」に分けて考察する。この

分類はほぼ鈴木（1972）のそれに従ったが、「非情勧の受身」を別に一1項目を

立てたので〈有情〉のものに限っての分類となることを断っておく〔注3〕。

4第三者の受身

　第三者の受身というのは、間接関与者の受身で、すなわち主語の位置をもと

のセンテンス（能動文）中に含まれていない者（これは話し手自身でも第三者
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　　　W　　 7で、煮方に取りかかった。［p．1091
　　⑥発句は芭蕉か髪結床の親方のやるもんだ。数学の先生が朝顔やに釣
　　　瓶をとられて堪るものか。［p．　85］

①～⑥は他動詞を受動化した場合である。これらは、どれも主格に立っもの

は本来能動文中になかったものである。はたにいる第三者である。動作がこの

第三者（被動作主にするわけである）に向けて意図的に行ったかどうかに関係

なく、結果としてこの第三者が迷惑iや被害をこうむる意を表している。このよ

うに結果として迷惑する人が存在する場合には、その人を主格とした受動表現

になるのが普通である。

　1のところでも少し触れたが、上記①～④におけるように、対応する能動文

の「ナニを」の「ナニ」を主格にした受動文は一般には使われない。っまり、

「ナニを」の形はそのまま受動文に現れるのである。この点について特に中国

人学習者に注意を与えたい。

　このような受身の文の「…を～（ら）れる」全体を述語とみるべきかもしれ

ないと、鈴木（1972）が述べている。［参考文献5p．281］

4－2

　　　⑦「馬鹿あ云え。バッタが一人で御這入りになるなんて一バッタに
　　　　御這入りになられてたまるもんか。」［p．36］
　　　⑧iBf］MH：一］EEI；i－，　i－＄rlzmましたね、今のは燵かに大ものに違なかったん
　　　　ですが、どうも教頭の御手際でさえ逃げられちゃ、今日は油断が出
　　　　来ませんよ。然し逃げられても何でー：ntrfip745T
　　　⑨「さ、そこで思わSEizri6Tl5’］lllぜられる事があるんです」［p．50］
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　　　ll「鱗藩1’誰撫蹴差辮伶856］［・・5・］

　⑦～⑪は①～⑥と同様、動作・作用が結果として被動作主に何らかの迷惑iや

被害を及ぼしたものであるが、これらは自動詞から導かれた点に違いがある。

　このように、自動詞も受動表現に用いられること、そしてこの迷惑や被害の

気持ちを表す点は、英語などと違う日本語の特色であるとされている。

　そもそも文学作品などにおいて主語がしばしば省略されるものであるが、

r坊っちゃん』に見た限りでは、この種の受動表現が実際に使われる場合、迷

惑や被害をこうむった人（被動作主）はほとんど文面に現れることがない（⑤

⑥⑪のみが例外）・そして、この種の受動態を含む節はそれだけで文全体の述

部となることがほとんど（⑩と⑪のみが文全体の述部として使われている）な

く、従属節となって文の中に挿入されるのみである。

　1で既に問題提起したが、第三者の受身（特に自動詞から導かれた場合）を

中国語に訳す場合、「ある事柄を被害的に受けとる」という被害者意識・被害

的O理を中国語でいかに巧みに表現するのか、ということは中国人学習者を対

象とする日本語教師砺研究課題となろう。

5直接対象の受身

　日本語の受動表現は非情物の受身（これに1ま別に一項目を立てる）を除いて

大きく二種類に分けられるように思われる。一一っは4で述べた、能動文中に含

まれていない者が受動文の主格に立っ第三者の受身である。もう一っは能動文

中にすでに存在していたヲ格の名詞やノ格の名詞・二格の名詞・カラ格の名詞

・ト格の名詞か受動化することによって主格の位置に転換されるものである。

ここでは、受動文の主格に立つものが、ヲ格の名詞からなる場合を「直接対象

の受身」・ノ格の名詞からなる場合（他の形式からなる場合もあり得る）を

「所有者の受身」、二格の名詞・カラ格の名詞・ト格の名詞（カラ格とト格は、

稀）からなる場合を「相手の受身」とした［注3を参照i。

5－1
　『坊っちゃん』では、直接対象の受身の用例はもっとも多く、58例で用例全

体の46％を占めている〔注5〕。「直接対象の受身」とは、

　　①盤欝今賜飛び込んだつて・乱暴者だと云って途中で遮られる・

　　②襲醗縁赫畷蒜倍諦・景気力くいいんだか蒲黙童
　　③そこで仕方がないから、こっちも向の筆法を用いて捕まえられない

　　④轟謂雛鯉齪綴魎毛読鋤芒毛縫鍵：1撃れ見
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　　　うと益得意になって、べらんめい調を用いてたら、一番前の列の真
　　　中に居た、一番強そうな奴が、いきなり起立して先生と云う。［P．24］
　　⑤母が死んでから五六年の間はこの状態で暮らしていた。おやじには
　　　叱られる。［p．10］
　　⑥飛嘩をする。清には菓子を貰う、時々賞められる。［p．10］

のように、動作・作用の直接的な対象、すなわち能動文中でのヲ格の名詞が被

動作主になる場合の用法である。この種の受動表現は英語などの西欧語の受動

態のように他動詞の目的語を主語とする場合である。したがって直接対象の受

身は他動詞から導かれるわけである。ただし、英語などの場合と違って日本語

の場合は建前として被動作主が人または人に準ずる有情者からならなければな

らない。しかも、この直接対象の受身も4の第三者の受身と同様、被動作主で

ある有儲は、辮欄囎秘移く1雌惑をこうむり、害綬ける
のである。したがって、
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である。好影響で利益を受ける場合もあるが、少ない。たとえば、5－1⑥の

「賞められる」は明らかに主体が利益を受けた場合である。また、

　　⑫金や威力や理窟で人間の心が買えるものなら、高利貸でも巡査でも
　　　大学教授でも一番人に好かれなくてはならない。［p．92］
　　⑬おれみた様な無鉄砲な　の　つら　えて、生徒の模範になれの、一
　　　校の師表と仰がれなくてはいかんの、学問以外に個人の億化を及ぼ
　　　さなくては　　　にS　Sいの、と無暗に法外な注文をする。［p．18］

のように「人に好かれる」とか「二校の師表と仰がれる」とかいうものも利益

の場合と考えられる。

　　⑭時々図抜けた大きな声で先生と云う。先生には応えた。今まで物理
　　　学校で毎日先生々々と呼びつけていたが、先生と呼ぶのと、呼ばれ
　　　ゑのは雲泥の差だ。［p．23］

のように、利とも害とも言えないものの場合もある。この文だけを見た場合、

「おれ」（主人公）が生徒に先生と呼ばれて嬉しいか、それともいやなのか、

推測しがたく、どちらともとれ、文脈に依存しないかぎり、主体にとって利な

のか害なのか義的に解しかねる。しかし、

　　⑮道中をしたら茶代をやるものだと聞いていた。茶代をやらないと粗
　　　．蒸滋取り扱われると聞いていた。【p．17］　　　　　　　　　　’“…
　　⑯おれは1　に　かれる性でないとあきらめていたから、他人から

　　・鶴報軒難雑霧鰻醗ll声ってこの清の様
になれば、「取り扱われる」はそれぞれ［粗末に」「木の端の様に1という修

飾が加わっており、「迷惑」型の受動表現と考えられる。

　　　⑲

　　　　蚊帳へっらまっている。［p．34］
綬き一 @より生きてる方が楽に極まってる。

か釣れたって魚は握りたくない。魚も握られた

3　⑰⑱5

⑰～⑲では、被動作主はそれぞれ「バッタ・魚や鳥・魚でいずれも動物で

ある。これらはバッタや魚、鳥にしてみれば「榔きっけられる・殺される・握

られる」のであるから、さぞ迷惑するだろう。松下文法では「人格的被動」の

定義は

　　r人格的被動は被動の主膿を一人格（意志格）として取扱った被動で
　　ある。被動は他から被る動作であるから被動の主艦が一人格である以
　　上必ず利害を受けなければならない。利害を受けるということが即ち
　　人格として取扱ふことなのである。』

とある［注8］。してみれば、⑰～⑲は利害の感情が伴うのでこれら主格に立

っ動物は一人格として取扱うことができ、有情者に準ずると認あられる所以で

ある。

6所有者の受身
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され、そして動作・作用の受け手（被動作主）は普通人またはそれに準ずる動

物そ碗萌儲に限られるのである。1徹れたカsl、中臥学瀦は粧体

の発想をするがために・こうした人間中心の発想をする日本語の受動表現が難

しく・この種の受動表現の用法を身につけるのにかなり苦労するように思われ

る［注10］。

7

7－1

　　①酵瀧鍛螢薩辮辞畿蓄られる因縁がないから・
　　②こ’i”な聖人に真面目に御礼を云われたら、気の毒になって、赤面し
　　　福譜のだが・狸赫シャ壌頂面目に謹聴しているばかりだ・

　　③講纏莞讐纏鍛儒乏孫ρをあ購號
　　④麺目蒜鍮馳雲騰響蝕熱躍麗手の平に用意し
　　　農酔だから・ここで赤シャツから瑠めをされちゃ・些と困る・

　　⑤欝壺論辮騰臨碁畿釜雪∫齢1了只校
　　⑥新聞に書Zi〈－il　i7g－1　一泥竈に喰いっかれるとが似たり寄ったりだとは
　　　今日只今狸の説明に因って　　　　　　った。［p．121］
　　⑦おれは芋は大好きだと明言したには相違ないが、こう立てっづけに
　　　霧蚕わされては命がつづかない。［p．75］

　相手の受身とは、たとえば①

　　「おれは君に氷水を奢られる　←→　君がおれに氷水を奢る」

のように、対応する能動文で二格で表される相手を意味する対象語が受動化す

ることによって主格に立つ場合の用法である。この相手を意味する対象語は、

たとえば、

　　抱義笑醗墨麓総た2．．←X郎離耀鮮を奪つた・
のようにカラ格とト格をとるのは稀で、7．の場合はカラをノと置き換えても文

の意味は変わらない。r坊っちゃん』では、7．　t．のような、相手を示す対象語

が「カラ」と「ト」で示される用例はなかった。

7－2
　この種の受動表現は、能動文の場合に相手を要求する動詞であれば他動詞か

らでも自動詞からでも導かれる。この点は、「直接対象の受身」と異なる。

r坊っちゃん』では、ほとんど他動詞から導かれる用例で、自動詞から導かれ

る用例は⑥の「喰いつく」1例だけである。

他動詞から導かれる場合、文面に「ナニを」の部分が出てくれば「ナニを」

の形はそのまま受動文に現れる。また、この種の受動表現は、たとえば④⑤の
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ように、動作主と被動作主の問に何らかの情報や事物の授受がなされる意を表

す場合に、動作主は「…に／から」とどちらも使われる。

7－3
　日本語のこのような「相手の受身」は、英文法でよくいう間接的な受身に相

当するものであると言われる。ただし、

　　ア．　Professor　Lin　teaches　us　Japanese・
　　　（林先生はわたしたちに日本語を教える。）
　　イ．　Ve　are　taught　Japanese　by　Professor　Lin。
　　　（わたしたちは林先生に日本語を教えられる。）

のように、難ではイ．のように勤文にして言えても、日輔では燗が銘

に立っのであるが、なんとなくしっくりせず不自然に感じられる。日本語らし

い表現とは言えない。普通、「教える」の対称動詞「教わる」を使って

　　「わたしたちは林先生に日本語を教わる」

のように表現するか、「もらう／いただく」という動詞を使って

　　「わたしたちは林先生に日本語を教えてもらう／いただく」

のように、いわゆる授受（やりもらい）表現とするのがより自然な、日本語ら

しい表現である。

　これはおそらく、受身の意を表す「れる・られる」表現は、多くは動作・作

用の受け手にとって好ましくない事態に対して使われるものだということに原

因があるように思われる。「林先生はわたしたちに日本語を教える」というこ

とはわたしたちにとってよいことであって、感謝したいことなのに、受動表現

にしてそれを好ましくないものとしてとらえている意が込められていては、極

めて不自然な表現になってしまう。したがって、受動表現にするより、「教え

る」の対称動詞「教わる」を使って表現した方が事実を客観的に叙述できるし、

あるいは「教えられる」を「教えてもらう／いただく」とする方が適切である。

明らかに禾1溢を受けているのだから、禾1溢の授受を示す表現を使って、人から

禾1盛を受けてありがたく思うという気持ちを伝えた方が日本語らしい、よい表

現となるわけである。

　受動表現を学習した中国人学習者はよく「わたしたちは林先生に日本語を教

えられている」と表現しがちであるが、それに対応する中国語訳

　　※我椚被林老師教日語
の言い方も日本語のそれと同様、不自然である。この中国語訳は、次に示すよ

うな、中国語の典型的な受動表現である“被動文”の型に当てはまっていると

言える［注11］。
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　　「萎薪（動作の受け手）＋“被”伽動者（動作の仕手）働詞＋

　中国語では“被”は動作の受け手にとって望ましくない事態に使われること

がある。これはその本義である“遭受”（損害をこうむったり、不幸な目に遭

う。）の意味に通じるためだと思われる。この“被”は、必ずしも望ましくな

いことに限らず用いるが、明らかに被害や迷惑iをこうむっていない場合、“

被”などを用いて受動表現にする必要はない。“被”などを使うとかえって不

自然になることがある。日本語の受動文は常に中国語の“被動文”の文型に対

応するとは限らないようである。日本語の受動文を中国語に訳す場合、中国語

の“崧ｮ文”にすることのできるものとできないものは何か、どういう訳し方

が適切なのかなどの問題を考えてみるのも興味深いし、かっ必要であろう。

7－－4

　　⑨おれは何とも云わずに、山嵐の机の上にあった、一一・銭五厘をとって、

　　　馨摯雅齪象饗言蕊輪岩謬讐蒼飛誌巽醜鋼舷否、
　　　是悲返す積りでいたが、その後段々編ると、やっぱり奢って
　　　貰っ方がいい様だから、引き込ますんだと説明した。［p．931

　r坊ちゃん』では、⑨のように、多くは迷惑iや被害の意が込められる受身を

示す表現と、利益の授受を示すのに使われる受給表現（「…してくれる」・

「…してもらう」・「…してやる」）を、書き手が実に巧みに話し手の心理の

転換に合わせて使い分けることができたわけである。

　「うんおれは君に奢られるのが、いやだったから」時点の「奢られる」の場

合（7－1の①の場合も同様）は人のごちそうする行為を嬉しくないものとして

受け止めた場合であるのに対して、「その後段々考えてみると、やっぱり奢っ

て貰う方がいい様だから」時点の「奢ってもらう」の場合は人のごちそうする

行為を喜んで引き受けたと受け止めた場合である。なぜ前文は受動表現、後文

は受給表現でもって表現するのかというようなことを深く吟味すると面白い。

受動表現を教える際に受給表現とのかかわり合いにっいても配慮したい。

8　どれにも属さないもの

　　①絆あまり乱暴な声なので・あっけに脇れて返事もしない・［・・

　　②野だは二三秒の間毒xを抜かれた体で、ぼんやりしていたが、おや
　　　蕊7ぼひどい。［p．104

①②は一見受身形のように見えるが、対応する能動形を想定することができ

ない。これは受身の形で慣用的な言い方として用いられるもので、「第三者の

受身」でも「直接対象の受身」でもない。また、「所有≡者の受身」でも「相手
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の受身」でもないのである。分類に困難をきたしたので・どれにも属さないも

のとした。しかし、これらはいずれも迷惑iの意味を含んでいるので迷惑iの受動

文ということができる。

9　まとめ
以上、i坊ちゃん』で使われた受動表現を「非情物の受身」「第三者の受

身」「直接対象の受身」「所有者の受身jr相手の受身」「どれにも属さない

もの」の順に分析し考察してきた。それぞれの用例の数は次のとおりである・

　　　　　非情物の受身　　　　　　　15例
　　　　　第三者の受身　　　　　　12例
　　　　　直接対象の受身　　　　　　58例
　　　　　所有者の受身　　　　　　　　9例
　　　　　相手の受身　　　　　　　　21例
　　　　　どれにも属さないもの　　　4例
　　　　　合計　　　　　　　　　　　　119例

　非情物の受身は1情、意思を有しないものを主語とするので・利害の感情を

伴わない受動表現となるほか、r坊っちゃん』に見る受動表現はほとんどと

言っていいほど迷惑や被害の意が込められている・中には・8の（1；②のように・

　「あっけに取られる」や「毒気を抜かれる」などと、もっぱら迷惑や被害をこ

うむった際に用いられる表現もある。すでに取り上げた用例では「姻に捲かれ

て」「尻を持ち込まれた」などの場合もそうである。これらは一見受身の形の

ように見えるが、対応する能動文を想定することが難しい。元来このような形

で使われてきたものである。

　夏目漱石はr坊っちゃん』、いわば江戸っ子気質の青年教師の武勇伝におい

て、以上述べてきたような極めて効果的な受動表現を多く用いている・特に

　「迷惑」性の受動表現を多く使うことによって、主人公、坊っちゃんが赴任先

で生徒にいたずらされたり同僚にばかにされたりする、そういう迷惑や被害を

こうむった気持ちが生き生きと描かれている。しかし、一口に受動表現と言っ

ても、述べてきたようにその用法は多岐にわたり、また、発想が違うためにそ

ういう受動表現の背後にある迷惑の気持ちや被害的O理を・中国人学習者1熔

易に理解できるとは思脱ないのである。

　　r坊っちゃん』のように文学作品の文章では、効果的な受動表現力漢われて

いる。受動表現を学習したあとでは、文学作品などを教材にしている授業の中

でも意識的に取り上げることが大切かと思われる。それがまた文学作品の読み

を深めることになるからである・

　今回は、「行く先が案じられる」とか「かえって未来の為によくないかとも
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思われる」とかいうような、いわゆる「自然可能的な受身」については触れら

れなかったが、自発の意を表す「れる・られる」表現にかかわり合うものであ

る。その考察については別稿に譲ることにする。

　なお・今回の考察で・迷iや被害の意が込められる受動表現と、禾1溢の授受

を示す受給表現とのかかわり合いについていっそう明確にしたことを付記して

おきたい。

「受身」とも「可能」とも、あるいは「尊敬」とも「受身」ともと
うな用例も少数あるので、すっきり分類できたとは言えないかもし
が、一応もっともその文脈にあった意味をとって四種類に振り分け
o

974復刊）の「人格的被動」の項（pp．353～354）を参照。

罫難霧豊犠難懲1鐸謡羅．

羅講蝦叢馨騰難糠鞭7鰹霧

鮮撫鱗1灘礫繍富れも入れて

所有物へ受ける受動表現の場合の
o

の場合、人間中心の発想をするから、
人間主体の表現を取って被害者の立
という感情を表現として組み立てる
（中国人も含めて）がしばしば母語

穣誘隻袈猿轡缶下し腐
語的である。望月（1974）を参照。
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